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（縦覧用）  平成２５年１２月２０日、第２７回中標津町農業委員会総会を中標津町議事堂において開催、 農業委員を招集する。 
 

       本日出席した委員 １番   中 村 正 生 ２番   笠 原 康 博 ３番   房 川 喜 洋 ４番   氏 家 康 夫 ５番   杉 本 公 也 ６番   柴 野 忠 征 ７番   滝 本   広 ８番   本 田  信  幸 ９番   本 田 芳 明 １０番   國 見 正 則 １２番   小 沼   悟 １４番   重 松 秀 光 １５番   纓 坂 尚 久 １６番   金 刺 健四郎 １７番   安  田     稔 １８番   戸 田 重 勝 
                  本日欠席した委員 １１番   久 保 伸 一 
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附議した案件 議案第１２６号 農地法第３条の規定による許可申請について 議案第１２７号 農地法第５条の規定による許可申請について 議案第１２８号 現況証明願いについて 議案第１２９号 農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画の決定に ついて 報告第８２号  農地法第５条の規定による農地転用許可後の事業完了届について 報告第８３号  農業経営改善計画認定について 報告第８４号  農地委員会開催報告について 
 

 本日出席した職員 事 務 局 長   原 田 武 志 農 地 係 長     奥 山 正 行 庶 務 係 長   若 森 修 二 係      本 間 光 代   
                （開 会   １０時３８分） 

 議   長     おはようございます。 ただ今の出席委員は１６名でございます。 定足数に達しておりますので、会議は成立致します。 ただ今から、第２７回中標津町農業委員会総会を開会致します。 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでございます。 議事日程に従い、ただちに会議に入ります。 日程１、｢議事録署名委員の指名について｣を議題に供します。 会議規則第２ ４条第２項の規定により、議事録署名委員は議長において指名を致します。 ８番、本田  信幸 委員。 ９番、本田 芳明 委員。  以上、２名を指名致します。 日程２、会務報告を事務局長から報告致します。 事務局長。 
 事務局長  １１月２８日の総会以降につきまして会務報告を致します。 項目につきましては、お配りの資料をご覧いただきたいと思います。 はじめに、１２月４日東京・砂防会館を会場として農業者年金加入推進セミナーが開催されました。セミナーでは「外部から見た新農業者年金の評価について」と題した記念講演の後、加入推進に関する活動事例報告が３つ行われ、最後に農業者年金加入推進活動のより一層の強化についての申し合わせ決議を行いました。 翌５日には、平成２５年度全国農業委員会会長代表者集会が東京・日比谷公会堂で
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開催され、全国から市町村農業委員会会長および関係者約１，０００人が参集致しました。 代表者集会の第１部では「新たな時代に求められる農業委員会の役割」と題した講演の後、３つの活動事例報告がされ、第２部では要請決議として「基本農政推進のための具体的施策に関する要請決議」「ＴＰＰ交渉において国会決議の絶対遵守を求める要請決議」、申し合わせ決議として「農業委員会活動のさらなる取組みに関する申し合わせ決議」「情報提供活動の一層の強化に関する申し合わせ決議」の４つが提案され原案のとおり決定されております。 大会終了後は、北海道農業会議として４つの班に分かれ、北海道選出国会議員に対する要請活動を実施したところであります。 両日とも会長、事務局長が出席しております。 最後に、中標津町議会１２月定例会であります。１２月９日から１３日までの日程で開催され、一般行政報告、教育行政報告、一般質問が行われ、議案として各会計補正予算、条例の制定・一部改正および決算の認定等が提案され審議し可決しております。 本会議が開催された９日会長が出席しております。 以上、会務報告と致します。  議  長  以上で会務報告を終わります。 日程３、議案第１２６号「農地法第３条の規定による許可申請について」を上程致します。 （１）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 （挙手あり） 金刺委員。 
 金刺委員  １６番金刺です。 上程になりました議案第１２６号「農地法第３条の規定による許可申請について」(１)について説明致します。３ページをお開き下さい。 （以下、議案資料を朗読）  （ １ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   譲渡人 釧路市             ○ ○ ○ ○ ○ ○   譲受人 中標津町字協和         ○ ○ ○ ○ ○ ○                         ○○○○○○○○ ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 ３，３０８ 牧草畑 ３．許可を受けようとする事由   譲渡人  国有地を売り払うもの  譲受人  国有地の売り払いを受けるもの ４．移転の方法    所有権の移転 ５．価 格          ６６，１６５円 ６．資金調達方法  自己資金 ６６，１６５円 
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７．当事者の経営状況 経 営 地 家 畜 構成員

 

農従者

 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ８．見取図  別  紙   この案件につきましては、○○○○○○○○○を現在○○○○が一団の畑として使用しており、売り渡しの申請をしたものです。 なお価格につきましては、あっせん価格の上限額８０万円より○○○○○が時点修正を行い、算出したものであります。 別添の調査書のとおり農地法第３条第２項の各号には該当しないため、許可要件のすべてを満たしていると考えます。 以上です。 
 議  長  説明が終わりましたので、（１）の質疑に入ります。 （｢ありません｣の声多数。） なければ質疑を打ち切ります。 おはかり致します。 本案は原案のとおり決することに、ご異議ございませんか。 

 全委員   異議なし。 
 議  長  ご異議ないものと認めます。 よって本案は原案のとおり、可決されました。 日程４、報告第８４号「農地委員会開催報告について｣を議題に供します。 内容を委員長から報告願います。 （挙手あり） 金刺委員長。 
 金刺委員  １６番金刺です。       農地委員会の報告を致します。４５ページをお開きください。 （以下、議案資料を朗読）  平成２５年１０月４日（金）現地調査、１６日（水）農地委員会を開催し審議を行ったので、中標津町農業委員会会議規則第２３条の規定によりその結果を報告します。 ◎審  議  内  容 １．農地一時転用による砂利等採取に係る事前打合せについて  ○○○○○○○○より、○○○○氏所有農地の一時転用による砂利採取を行うに当り、「中標津町農地一時転用による砂利等採取審査要綱第２条」の事前打合せの申出があったので協議した結果、次のとおり結論を得ております。 ○協議結果  申請予定地は、過去に砂利採取した農地と隣接しているが、その農地とは段差の付いている状況であり、原状の地形は一部傾斜のある農地であります。採取後は、過去の復元農地と一体で利用できるように緩やかな傾斜により排水および農作業に支障の無い農地に復元する事により優良農地の保全が図られると判断し、本委員会の協議結果を基に採取業者と委員長、副委員長、会長、代理の出席により、１０月２５日（木）に打合せ会議を行ました。表土の量、採取後の埋め戻し地盤の傾斜、既存農
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地排水路の必要性等優良農地の復元に必要な事項を細部にわたり協議を行い双方合意により申請相当としたところであります。   以上、農地委員会の開催報告と致します。 
 議  長  報告が終わりましたので、質疑を受けたいと思います。 （｢ありません｣の声多数。） なければ質疑を打ち切ります。 以上で農地委員会の報告を終わります。 日程５、議案第１２７号「農地法第５条の規定による許可申請について」を上程致します。 （１）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 （挙手あり） 小沼委員。 
 小沼委員  １２番小沼です。 上程になりました議案第１２７号「農地法第５条の規定による許可申請について」(１)について説明致します。６ページをお開きください。 （以下、議案資料を朗読）  （ １ ） １．当事者の住所、氏名 貸 主 中標津町字武佐          ○ ○ ○ ○  借 主 中標津町東            ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

       ○○○○○○○○ ２．許可を受けようとする土地の表示 地  目 所  在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 備 考 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 40,684の内 １１，０２０  ３．許可を受けようとする事由  砂利採取のため ４．転用の期間   平成２６年５月１日から平成２７年４月３０日まで ５．権利の種類   使用貸借権 ６．採 取 量   砂利 ５２，００５㎥ ７．最 大 切 深   １２．２０ｍ ８．見 取 図   別 紙   この案件につきましては、砂利採取のため申請があったものです。 今回の申請地については１１，０２０㎡で、平成２５年９月１９日第１地区推進班により現地調査を行いましたが、隣地への影響これ以降の利用状況等総合的な判断が難しく、農地委員会に付託したものであります。 先ほどの農地委員長の報告のとおり、１０月４日に会長、会長代理、農地委員会と第１地区推進班において再度現地確認、その後の協議により総合的に判断した結果、採取後は隣接農地との段差が解消され、一体的な利用が可能となり作業効率が上がるものと判断しました。 地下資源採取のための申請でもあり、別添の農地法第５条調査書とおり一時転用は止むを得ないものと判断致しました。 
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以上です。 
 議  長  説明が終わりましたので、（１）の質疑に入ります。 （｢ありません｣の声多数。） なければ質疑を打ち切ります。 おはかりいたします。                            本案は原案のとおり北海道農業会議へ諮問することに、ご異議ございませんか。 

 全委員      異議なし。 
 議    長    ご異議ないものと認めます。 
            よって本案は原案のとおり、諮問致します。 日程６、議案第１２８号「現況証明願いについて」を上程致します。 （１）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 （挙手あり） 小沼委員。 

 小沼委員  １２番小沼です。 上程になりました議案第１２７号「現況証明願いについて」（１）について、説明致します。９ページをお開きください。 （以下、議案資料を朗読）  （ １ ） １．申請人の住所、氏名   中標津町東             ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○○○○ （土地所有者 中標津町字武佐         ○ ○ ○ ○） ２．土地の表示 所 在 地 番 公簿 現  況 面 積 ㎡ 利用状況 ○○○○ ○○○○ 山林 農地・採草放牧地以外 62,109の内 ６，９３９ 原野 ３．申請の理由   砂利採取法に基づく砂利採取計画認可申請書添付のため ４．見取図  別 紙   本案件につきましては、砂利採取申請法にもとづく砂利採取計画認可申請を行うため申請があったものです。 当該地は農業振興地域内の農用地区域外となっており、農地としては使用されたことはなく、現在も砂利採取場として使用されている状況ですが、公簿が山林のため現況非農地の証明が必要なものであります。 平成２５年９月１９日第１地区推進班で現地確認し、現況については農地・採草放牧地以外の土地であると判断したものであります。 以上です。 
 議  長  説明が終わりましたので、（１）の質疑に入ります。 （｢ありません｣の声多数。） 
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なければ質疑を打ち切ります。 おはかり致します。 本案は原案のとおり決することに、ご異議ございませんか。 
 全委員   異議なし。 
 議  長  ご異議ないものと認めます。 よって本案は原案のとおり、可決されました。 日程７、議案第１２９号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画の決定について」を上程致します。 なお、本案件につきましては（１）から（１１）と、（１２）から（１５）の２回に分けて審議を致します。 （１）と（２）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。  （挙手あり） 中村委員。 

 中村委員 １番中村です。 上程になりました議案第１２９号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画の決定について」(１)（２）について説明致します。１２ページをお開きください。 （以下、議案資料を朗読）  （ １ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町字俵橋          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業   借 主 中標津町字俵橋          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 ○○○○ ○○○○ 原野 畑 ９７，４３５ 牧草畑 ３．許可を受けようとする事由   貸 主  交換利用のため、賃貸借するもの   借 主  交換利用のため、賃貸借するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２６年１月１日から平成３０年１２月３１日まで ６．価 格        年 ４００，０００円 ７．資金調達方法  自己資金 ４００，０００円 ８．借主の経営状況 経 営 地 家 畜 家 族
 

農従者

 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図  別  紙   （ ２ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町字俵橋          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業   借 主 中標津町字俵橋          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 



 8 

２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 ４９，５８５ 普通畑 〃 ○○○○ 〃 〃 96,635の内 ２５，０００ 〃 計２筆 畑 ７４，５８５  ３．許可を受けようとする事由   貸 主  交換利用のため、賃貸借するもの   借 主  交換利用のため、賃貸借するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２６年１月１日から平成３０年１２月３１日まで ６．価 格        年 ３００，０００円 ７．資金調達方法  自己資金 ３００，０００円 ８．借主の経営状況 経 営 地 家 族

 

農従者

 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 経営作物 ○ ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図  別  紙   この２件の案件につきましては、○○○○氏と○○○氏及び、○○○氏と○○○氏との間で交換利用するものであり、地域の同意も得ていることから、別添の調査書のとおり、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしているとものと判断致しました。 以上です。 
 議  長  説明が終わりましたので、（１）と（２）の質疑に入ります。 （｢ありません｣の声多数。） なければ質疑を打ち切ります。 （３）から（１０）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。  （挙手あり） 小沼委員。 

 小沼委員  １２番小沼です。 議案第１２９号(３)から（７）、（８）から（１０）について一括で説明致します。 １６ページをお開きください。（以下、議案資料を朗読）  （ ３ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町東            ○ ○ ○ ○ ○○歳 無職 借 主 中標津町字武佐          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 ○○○○○○○ ○○○○ 畑 畑 ５７，２８３ 牧草畑 〃 ○○○○ 山林 〃 １９，６６２ 〃 〃 ○○○○ 宅地 〃 １，７３１ 〃 〃 ○○○○ 雑種地 〃 ３２６ 〃 計４筆 畑 ７９，００２  
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３．許可を受けようとする事由   貸 主  期間満了により再設定するもの   借 主  期間満了により再設定するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２６年１月１日から平成３０年１２月３１日まで ６．価 格        年 ２４０，０００円 ７．資金調達方法  自己資金 ２４０，０００円 ８．借主の経営状況 経 営 地 家 族

 

農従者

 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 経営作物 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図  別  紙   （ ４ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町字武佐          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業   借 主 中標津町字武佐         ○ ○ ○ ○ ○ ○                         ○○○○○○○○ ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 ○○○○○○○ ○○○○ 畑 畑 96,517の内 ４５，０００ 牧草畑 ○○○○ ○○○○ 〃 〃 ４７，１３８ 〃 計２筆  畑 ９２，１３８  ３．許可を受けようとする事由   貸 主  期間満了により再設定するもの   借 主  期間満了により再設定するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２６年１月１日から平成３０年１２月３１日まで ６．価 格        年 ３６８，０００円 ７．資金調達方法  自己資金 ３６８，０００円 ８．借主の経営状況 経      営      地 家 畜 構成員

 

農従者
 畑  ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 

10．見取図  別  紙   （ ５ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町字武佐          ○ ○ ○ ○ ○○歳 無職 借 主 中標津町字武佐          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 ３７，８７５ 牧草畑 〃 ○○○○ 〃 〃 ３８，９３０ 〃 〃 ○○○○ 山林 〃 ８，５０７ 〃 〃 ○○○○ 畑 〃 ３３，８５２ 〃 〃 ○○○○ 山林 〃 １６，０２０ 〃 
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○○○○ ○○○○ 〃 〃 62,109の内 ３９，２０６ 〃 〃 ○○○○ 原野 〃 ２，５７４ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 3,888の内 ２，１８８ 〃 〃 ○○○○ 畑 〃 6,859の内 ５，８９９ 〃 〃 ○○○○ 山林 〃 5,160の内 ２，１９５ 〃 〃 ○○○○ 畑 〃 40,684の内 ２０，５００ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ２０，８６６ 〃 〃 ○○○○ 原野 〃 3,103の内 ２，１０３ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ３，３６１ 〃 ○○○○○○○ ○○○○ 山林 〃 １８，８１７ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ２５，３４４ 〃 〃 ○○○○ 原野 〃 12,153の内 ８，４１３ 〃 計１７筆 畑 ２８６，６５０  ３．許可を受けようとする事由   貸 主  期間満了により再設定するもの   借 主  期間満了により再設定するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２６年１月１日から平成２６年１２月３１日まで ６．価 格        年 ９９３，０００円 ７．資金調達方法  自己資金 ９９３，０００円 ８．借主の経営状況 経 営 地 家 畜 家 族
 

農従者
 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 

10．見取図  別  紙   （ ６ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町字武佐          ○ ○ ○ ○ ○○歳 無職 借 主 中標津町字武佐          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 ２９，８１９ 牧草畑 〃 ○○○○ 山林 〃 １４，２７７ 〃 〃 ○○○○ 畑 〃 ２，４７８ 〃 〃 ○○○○ 山林 〃 ２，７８０ 〃 〃 ○○○○ 畑 〃 ４９，３８２ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ６，０１２ 〃 〃 ○○○○ 原野 〃 １１，４３１ 〃 〃 ○○○○ 畑 〃 ４８，３１７ 〃 計８筆 畑 １６４，４９６  ３．許可を受けようとする事由   貸 主  期間満了により再設定するもの   借 主  期間満了により再設定するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２６年１月１日から平成３０年１２月３１日まで ６．価 格        年 ６５７，０００円 
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７．資金調達方法  自己資金 ６５７，０００円 ８．借主の経営状況 経 営 地 家 族

 

農従者

 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 経営作物 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図  別  紙   （ ７ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町             ○ ○ ○ ○ ○○歳 無職 借 主 中標津町字武佐          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地  目 所 在 地 番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 ○○○○○○ ○○○○ 原野 畑 17,450の内 ５，２００ 牧草畑 〃 ○○○○ 山林 〃 15,882の内 ４，８００ 〃 計２筆 畑 １０，０００  ３．許可を受けようとする事由   貸 主  期間満了により再設定するもの   借 主  期間満了により再設定するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２６年１月１日から平成３０年１２月３１日まで ６．価 格        年 ４０，０００円 ７．資金調達方法  自己資金 ４０，０００円 ８．借主の経営状況 経 営 地 家 畜 家 族

 

農従者
 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 

10．見取図  別  紙   この５件の案件につきましては、賃貸借の期間が満了することに伴い再設定するものであり、別添の調査書のとおり、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしているとものと判断致しました。 （以下、議案資料を朗読）  （ ８ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町字武佐          ○ ○ ○ ○ ○○歳 無職 借 主 中標津町字武佐          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 ４，０７１ 牧草畑 〃 ○○○○ 山林 〃 ４６，８２４ 〃 〃 ○○○○ 畑 〃 １５，９５０ 〃 ○○○○ ○○○○ 〃 〃 １６，９９２ 〃 
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○○○○ ○○○○ 〃 〃 ３０，１１８ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ２，９５３ 〃 ○○○○ ○○○○ 〃 〃 ４１，２６４ 〃 計７筆 畑 １５８，１７２  ３．許可を受けようとする事由   貸 主  期間満了により再設定するもの   借 主  期間満了により再設定するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２６年１月１日から平成３０年１２月３１日まで ６．価 格        年 ５８０，０００円 ７．資金調達方法  自己資金 ５８０，０００円 ８．借主の経営状況 経 営 地 家 畜 家 族

 

農従者

 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図  別  紙   （ ９ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町字武佐          ○ ○ ○ ○ ○○歳 無職   借 主 中標津町字武佐          ○ ○ ○ ○ ○ ○                         ○○○○○○○○ ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 １５，３５９ 牧草畑 〃 ○○○○ 山林 〃 ２８，１８５ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ５，６５８ 〃 ○○○○ ○○○○ 畑 〃 23,113の内 １８，６００ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 19,822の内 １７，６００ 〃 ○○○○○○○○ ○○○○ 山林 〃 １９，５６８ 〃 計６筆 畑 １０４，９７０  ３．許可を受けようとする事由   貸 主  期間満了により再設定するもの   借 主  期間満了により再設定するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２６年１月１日から平成３０年１２月３１日まで ６．価 格        年 ４２５，０００円 ７．資金調達方法  自己資金 ４２５，０００円 ８．借主の経営状況 経      営      地 家 畜 構成員

 

農従者

 畑  ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図  別  紙  （ １ ０ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町字武佐          ○ ○ ○ ○ ○○歳 無職   借 主 中標津町字武佐          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 
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２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 ○○○○ ○○○○ 山林 畑 ２４，３７４ 牧草畑 〃 ○○○○ 〃 〃 ２４，５２１ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 １８，３５２ 〃 〃 ○○○○ 畑 〃 ３０，９９０ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ２，９７７ 〃 計５筆 畑 １０１，２１４  ３．許可を受けようとする事由   貸 主  期間満了により再設定するもの   借 主  期間満了により再設定するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２６年１月１日から平成３０年１２月３１日まで ６．価 格        年 ４２５，０００円 ７．資金調達方法  自己資金 ４２５，０００円 ８．借主の経営状況 経 営 地 家 畜 家 族

 

農従者

 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図  別  紙  この案件につきましては、当初から賃貸借の期間が満了する際には再度価格の見直しをすると貸主・借主において当初から同意がなされていたもので、平成２５年１１月２９日に第１地区推進班にて評価替えを行い再設定するものであり、別添の調査書のとおり、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしているとものと判断致しました。 以上でございます。 
 議  長  説明が終わりましたので、（３）から（１０）の質疑に入ります。 （｢ありません｣の声多数。） なければ質疑を打ち切ります。 （１１）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。  （挙手あり） 纓坂委員。 

 纓坂委員  １５番纓坂です。 議案第１２９号（１１）について説明致します。３３ページをお開きください。 （以下、議案資料を朗読）  （ １ １ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町             ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業   借 主 中標津町             ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 93,489の内 ４８，４４５ 牧草畑 
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〃 ○○○○ 〃 〃 １１，５５５ 〃 計２筆  畑 ６０，０００  ３．許可を受けようとする事由   貸 主  期間満了により再設定するもの   借 主  期間満了により再設定するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２６年１月１日から平成２６年１２月３１日まで ６．価 格        年 ２４０，０００円 ７．資金調達方法  自己資金 ２４０，０００円 ８．借主の経営状況 経      営      地 家 畜 家 族

 

農従者

 畑  ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図  別  紙   この案件につきましては、賃貸借の期間が満了することに伴い再設定するものであり、別添の調査書のとおり、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしているとものと判断致しました。 以上です。 
 議  長  説明が終わりましたので、（１１）の質疑に入ります。 （｢ありません｣の声多数。） なければ質疑を打ち切ります。 おはかり致します。 （１）から（１１）の案件について、これを原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

 全委員   異議なし。 
 議  長  ご異議ないものと認めます。 よって本案は原案のとおり、可決されました。 ここで、会議規則第１６条の規定により、○○○○○○○○の退席をお願い致します。 （○○○○○○、退席） （１２）から（１５）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。  （挙手あり） 杉本委員。 

 杉本委員 ５番杉本です。 議案第１２９号（１２）から（１５）について説明致します。３５ページをお開きください。 （以下、議案資料を朗読）  
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（ １ ２ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町字養老牛         ○ ○ ○ ○ ○○歳 無職   借 主 中標津町字西竹          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 ６５，５５４ 牧草畑 〃 ○○○○ 牧場 採草放牧地 ５５ 〃 〃 ○○○○ 畑 畑 ２３，２４３ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ４，９４１ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ６８６ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ５３６ 〃 〃 ○○○○ 牧場 採草放牧地 ２，１４５ 〃 畑 ９４，９６０  計７筆  ９７，１６０㎡ 採草放牧地 ２，２００  ３．許可を受けようとする事由   貸 主  賃借地を再調整し、近隣農家に賃貸するもの   借 主  経営規模拡大するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２６年１月１日から平成２７年１２月３１日まで ６．価 格        年 １１６，０００円 ７．資金調達方法  自己資金 １１６，０００円 ８．借主の経営状況 経 営 地 家 畜 家 族
 

農従者
 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 

10．見取図  別  紙   （ １ ３ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町字養老牛         ○ ○ ○ ○ ○○歳 無職   借 主 中標津町字西竹          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 １０，０３６ 牧草畑 〃 ○○○○ 牧場 〃 ２，４６９ 〃 〃 ○○○○ 畑 〃 ２０，４７４ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 １９，８０９ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ６，５３８ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ８，１７１ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ９７６ 〃 計７筆 畑 ６８，４７３  ３．許可を受けようとする事由   貸 主  賃借地を再調整し、近隣農家に賃貸するもの   借 主  経営規模拡大するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２６年１月１日から平成２７年１２月３１日まで ６．価 格        年 ４０，０００円 ７．資金調達方法  自己資金 ４０，０００円 
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８．借主の経営状況 経 営 地 家 畜 家 族

 

農従者

 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図  別  紙   （ １ ４ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町字養老牛         ○ ○ ○ ○ ○○歳 無職   借 主 中標津町字養老牛         ○ ○ ○ ○ ○ ○                         ○○○○○○○○ ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 ３，４０４ 牧草畑 〃 ○○○○ 原野 〃 ９，４１７ 〃 〃 ○○○○ 畑 〃 １０，８７１ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ４０，１１０ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ７，４２７ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 １３，６６７ 〃 計６筆 畑 ８４，８９６  ３．許可を受けようとする事由   貸 主  賃借地を再調整し、近隣農家に賃貸するもの   借 主  経営規模拡大するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２６年１月１日から平成２７年１２月３１日まで ６．価 格        年 １０６，０００円 ７．資金調達方法  自己資金 １０６，０００円 ８．借主の経営状況 経      営      地 家 畜 構成員

 

農従者
 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 

10．見取図  別  紙   （ １ ５ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町字養老牛         ○ ○ ○ ○ ○○歳 無職   借 主 中標津町字西竹          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 ４６，０９７ 牧草畑 〃 ○○○○ 〃 〃 ２，９２６ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ８，２０４ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ４６，２９７ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ４，３９０ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ２５，３０１ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ３８，７４１ 〃 〃 ○○○○ 山林 〃 ６，８６８ 〃 
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〃 ○○○○ 畑 〃 １，６５５ 〃 計９筆 畑 １８０，４７９  ３．許可を受けようとする事由   貸 主  賃借地を再調整し、近隣農家に賃貸するもの   借 主  経営規模拡大するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２６年１月１日から平成２７年１２月３１日まで ６．価 格        年 ２８４，０００円 ７．資金調達方法  自己資金 ２８４，０００円 ８．借主の経営状況 経 営 地 家 畜 家 族

 

農従者

 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図  別  紙   この案件につきましては、賃貸借の期間満了に伴い前借主が更新する意思がなかった事から再評価し、平成２５年１１月２６日のあっせん会議により借主を決定、賃貸借設定するものであり、別添の調査書のとおり農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしているとものと判断致しました。 以上です。 
 議  長  説明が終わりましたので、（１２）から（１５）の質疑に入ります。 （｢ありません｣の声多数。） なければ質疑を打ち切ります。 おはかり致します。 （１２）から（１５）の案件について、これを原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

 全委員   異議なし。 
 議  長  ご異議ないものと認めます。 よって本案は原案のとおり、可決されました。 （○○○○○○、着席） ○○○○○○に申し上げます。 本案は原案のとおり、可決されました。 日程８、報告第８２号「農地法第５条の規定による農地転用許可後の事業完了届について」を議題に供します。 （１）について、内容を地区推進班から報告願います。 （挙手あり） 中村委員。 

 中村委員  １番中村です。 報告第８２号「農地法第５条の規定による農地転用許可後の事業完了届について」（１）について説明致します。４１ページをお開きください。 
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（以下、議案資料を朗読）  （ １ ） １．届出人の住所、氏名   中標津町字俵橋         ○ ○ ○ ○ ２．許可年月日、許可番号  平成２５年５月２１日付 中農委５第２号 ３．許 可 地 の 所 在    中標津町字俵橋 ４．転 用 目 的  住宅建設 ５．事業計画の期間   平成２５年５月２１日から平成２５年１２月３１日まで ６．事業完了年月日   平成２５年１１月２２日 ７．完了検査年月日  平成２５年１２月１１日   平成２５年１２月４日に完了届を受理し、平成２５年１２月１１日に計画通り建設されていることを確認しております。 以上でございます。 
 議  長  報告が終わりましたので、（１）の質疑を受けたいと思います。 （｢ありません｣の声多数。） なければ質疑を打ち切ります。 以上で事業完了届についての報告を終わります。 日程９、報告第８３号｢農業経営改善計画認定について｣を議題に供します。 内容を事務局から報告願います。 （挙手あり）  農地係長。 

 農地係長  報告第８３号「農業経営改善計画認定について」事務局よりご説明致します。 議案の４３ページをお開きください。 今回については、平成２５年８月１５日付から平成２５年１１月１１日付で、認定のあった３件について記載しております。 新規認定者は２件、再認定者は１件となっています。 以上報告致します。  議  長  以上で報告を終わります。 以上で本総会に提出されました議案の審議は、すべて終了致しました。 
 ここで、本年最後の総会でございますので、私のほうから一言ご挨拶申し上げたいと思います。････（以下挨拶省略） 
 これをもちまして、第２７回総会を閉会致します。 ご苦労様でした。 
 （閉会   １１時１８分） 
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 以上、本総会の顛末を記録し相違ないことを証するため、ここに署名する。 
 

 

 

 

 

 平成２５年１２月２０日 
 

 

 

 

                  会  長                                       
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                  ９ 番                                      
 

 


